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2 流域及び河川の自然環境 

2-1 自然環境 

紀の川を上流部・中流部・下流部・汽水域に分けて、各区分の特性につい

て示す。 

区分については次のとおりである。 
 

●上流部：源流～五條       ●中流部：橋本～岩出井堰 

●下流部：岩出井堰～紀の川大堰  ●汽水域：紀の川大堰～河口 

源流の大台ヶ原は吉野熊野国立公園が位置するなど山岳美を特色としてい

る。また、上流部は河畔林が連続する区間があり、低水路は露岩した箇所が

多く見られる。中流部は複数の井堰が設置されており、それらによる湛水域

と瀬と淵が繰り返されている。下流部は紀の川大堰の湛水域であり緩流部が

多く占める。汽水域は干潟が形成されるなど多様な環境が見られる。

水辺の国勢調査によると、植物は 111 科 605 種、魚類は 20 科 59 種、甲

殻類は 18 科 28 種、底生動物は 117 科 240 種、鳥類は 31 科 97 種、両生類

は 2 科 5 種、爬虫類は 5 科 6 種、哺乳類は 9 科 16 種、昆虫類は 209 科 1135

種が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 2-1 紀の川における河川環境区分 
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2-2 河川の自然環境 

(1) 上流部（大台ヶ原～五條） 

源流の大台ヶ原は、国の天然記念物に指定されている「三
さ ん

ノ
の

公
こ う

トガサワラ

原始林」をはじめ、分布のほぼ南限となるトウヒ林や、太平洋型のものとし

ては本州で最大規模のブナ林が分布している。 

一方、源流を下ると「日本三大人工美林」の一つに数えられる吉野杉の産

地となり広大な人工林が広がる。これらの森林から発した流れは吉野川と呼

ばれ、露岩した渓流を流れ下る。水辺にはユキヤナギなど岩場を利用する植

物が生育しており、ヤマセミも見られる。また、五條市付近では竹林やケヤ

キ、ムクノキ等が河畔林を構成し、サギのねぐらなどに利用されている。 

 

 

 

 

 

〈紀の川 62km 付近〉 

出典：和歌山河川国道事務所 

五條市 
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〈上流部の代表的な動植物〉 

 

 

出典：「川の生物図典」（財）リバーフロント整備センター 
  ：「葉でわかる樹木」、馬場多久男 

山地の渓流や湖沼に棲息し，大きな淵や湖沼の岸に
突き出た枝の上などにとまって魚を探し，急角度で水
中にダイビングして魚を捕える。停空飛翔からダイビ
ングすることもあり、長さ20cm 位の大きさの魚まで
捕えることができる。繁殖期には川や湖の岸辺やその
近くの土の崖に，くちばしを使って巣穴を掘る。 

ヤマセミ 

生息地は、川岸の岸壁の割れ目や砂礫地。大雨
で増水すると水没して濁流に洗われるようなと
ころに生える。 

ユキヤナギ 

ケヤキ、ムクノキ等と河畔林を形成する。 

マダケ 
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(2) 中流部（橋本～岩出井堰） 

中流部は、多くの支川が合流し、河川の北側に迫る山地にかけて河岸段丘

を形成している。この区間では、複数の堰が設置されており、瀬と淵、堰の

湛水域が交互にみられる。堰の湛水域はカモ類の集団越冬地に利用され、中

州に繁茂するヌルデ－アカメガシワ群落等の低木林や竹林はサギ類やカワウ

の集団ねぐらになっている等、多様な鳥類の生息地となっている。また、寄

州や中州が特に発達した区間であり、オギ群落、ヨシ群落、ツルヨシ群落、1

年生草本群落であるヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク、ヤナギ群落が繁

茂している他、湿地に生育するカワヂシャやタコノアシ等の特定種もみられ

る。 

魚類では、緩流域に生息するズナガニゴイ、アブラハヤ、ドンコ、アカザ

等がみられ、早瀬に生息するアユやカワヨシノボリもみられる。 

また、下流域と同様に、高水敷のヨシ－ツルヨシ群落などではカヤネズミ

やキツネ、ノウサギ、イタチが生息している。堤内地より流れ込む水路周辺

やたまりとなっている場所では、ウシガエルやヌマガエル等の両生類やカナ

ヘビやミシシッピアカミミガメ等の爬虫類が生息している。 

〈紀の川 28km 付近〉 

出典：和歌山河川国道事務所 

粉河町 
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〈中流部の代表的な動植物〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「川の生物図典」、（財）リバーフロント整備センター 
  ：「レッドデータプランツ」、（株）山と渓谷社 

タコノアシ 
泥湿地、沼、水田、河川敷のヨシ原の周囲などに
生息し、休耕田にも多い。湿地などの水位の変動
する場所に多く生息する。 

ズナガニゴイ 
大きな川の中下流から汽水域まで、また湖にも生息する。
流れの緩やかな水域の底層部、特に砂底に多い。深いとこ
ろを好み、河川では主に淵に集まる。産卵場所は概ね中流
域であり、産卵行動は降雨後に行われる。 

カワヂシャ 
水田や川岸、田のあぜなど、湿潤な場所に生育する。
高さは生育環境によって様々で、富栄養な用水路など
では 1ｍに達する大きな株になり、貧栄養なため池で
は5cm ほどの個体が花を咲かせていることもある。水
田では、ちょうど5 月の中旬頃、田植え前に姿を見せ
るが、その後はパッタリと見かけなくなる。5月から6
月に、葉腋から細長い花序を伸ばし、白色から淡紫色
の花を多くつける。 

平地から山地の川、池、湖などの水辺に棲息し、
単独またはつがいで見られる。水中にダイビング
して魚を捕える。水辺の土の崖に、くちばしを使
って50～100cm 位の探さの巣穴を掘る。水辺から
かなり離れた崖が使われることもある。 

カワセミ 
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（3) 下流部（岩出井堰～紀の川大堰） 

紀の川大堰から川辺
かわなべ

橋
ばし
付近までは、紀の川大堰の湛水域であり、緩やかな

水面勾配となっている。湛水域内には、人工的に設置した直川
のうがわ

ワンドや西田
に し た

井
い

ワンドがあり、フナ等の流れの緩やかな水域を好む魚類の生息場となってい

る他、稚仔魚、水中昆虫類の成育場、出水時の避難場、産卵場、カモ類等の

水鳥の休息場となっている。 

川辺橋付近から岩出井堰までは、低水路の蛇行が連続し、瀬と淵が交互に

みられる。瀬は、アユ等の魚類の餌場や産卵場となっており、淵は、魚類の

休憩場やカモ類の集団越冬地となっている。 

寄州や中州には、ヨシ、オギ等の高茎草本群落が生育し、オオヨシキリの

営巣場所となっている他、カヤネズミやキツネ、ノウサギ等の哺乳類も生息

している。また、ジャヤナギ－アカメヤナギ群落、アキニレ群落、ヌルデ－

アカメガシワ群落等の低木林では、サギ類のねぐらとして利用されている。 

堤内地より流れ込む水路周辺やたまりとなっている場所では、ウシガエル

やヌマガエル等の両生類やシマヘビやミシシッピアカミミガメ等の爬虫類が

生息している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈紀の川 12km 付近〉 

出典：和歌山河川国道事務所 

和歌山市
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〈下流部の代表的な動植物〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「川の生物図典」、（財）リバーフロント整備センター 

アユ 

春から秋にかけて、若魚期から成魚期を、主とし
て川の中流域で生活するが、孵化した仔魚は秋に
海に下り、翌春まで稚仔魚期を海で送る(両側回遊
型)。溯上期の河川中流域では岩盤や石礫のあると
ころで、その上の付着藻類を食う。 

オイカワ 

河川の下流域および湖沼に広く分布する。成魚は
浅く開けた場所に生息し、下流の平瀬から淵にか
けて多い。付着藻類を中心に流下・落下昆虫・底
生昆虫を摂餌する。 

オオヨシキリ 

川や湖沼の岸、休耕田などのヨシの草原に主に生息
し、特に水中からヨシが生えているような場所を好
む。茎から茎へと移動しながら昆虫を捕らえる。巣
は数本のヨシの茎にまたがって作られ、葉や茎を主
材料にコップ形をしている。 
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(4) 汽水域（紀の川大堰～河口） 

和歌山市北部を流れる河口域では、堤内地の市街化が進み、高水敷には運

動公園、緑地等人為的な改変が行われている。堤外地には、まとまった植生

はみられないものの、海水と淡水が混じり合う水際には、シオクグ、ウラギ

ク等の塩性の植物が生育している。 

河
か
西橋
さいばし

から紀の川大堰までの干潟には、希少種が多数生息し、多様な生物

相を有していることから、環境省の重要湿地に指定されている。シオマネキ

の生息数は近畿地方最大であるほか、タイワンヒライソモドキの生息地の北

限であり、シギ・チドリ類の摂餌場となっている。また、ミサゴやセグロカ

モメ等の上位性の鳥類が生息している。 

魚類では、汽水域であることから、アカエイ、ボラ、アカメ等の汽水・海

水魚が生息している。 

 

 

 

出典：和歌山河川国道事務所 

〈紀の川 0km 付近〉 

和歌山市
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〈汽水域の代表的な動植物〉 

 

 

 

 

 

出典：「原色日本大型甲殻類図鑑Ⅱ」、保育社

シオマネキ 

汽水域の上限に近い河口・干潟に生息し、高潮線付
近で、大潮の日でないと冠水しないような場所を好
む。土質のやや堅い塩性草原に孔を掘って生息す
る。 

タイワンヒライソモドキ 

甲羅の幅が 10 数㎜の小型のイワガニ科のカニで、
河川汽水域潮間帯の転石下に生息し、大阪湾から台
湾まで記録があるが、まとまった個体群としては、
和歌山県の紀の川が北限であると考えられている。

出典：「川の生物図典」、（財）リバーフロント整備センター
   「日本動物大百科 鳥類Ⅰ」、平凡社 

ミサゴ 

海岸、大きな川、湖などに棲み、よく水面上を高く
飛びながら魚を探している。獲物を見つけると停空
飛翔で狙いをつけ、頭を下げて脚を前に突き出した
体勢で水に突っ込む。捕らえた魚は岩や杭の上、木
の枝など一定の食事場所へ運んで食べる。 

シオクグ 

海岸の海水の出入りする泥湿地に生育する。しばし
ば河口干潟の最前線に群落を形成する。繁殖は種子
と地下茎で、節から葉や茎を出して広がる。カニ類
の生息地となることが多い。 
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(5) 支川貴志川（紀の川合流点～諸井橋
も ろ い ば し

） 

支川貴志川は、堤内地には田園が多く、一部宅地が隣接している箇所もあ

ることから、高水敷は、人工草地やグラウンド、セイダカアワダチソウ群落

が多く、人為的な影響が強く見られる。一方、低水路内に形成された寄州に

は、ミゾコウジュやカワヂシャ、タコノアシ等の特定種の他、オギやツルヨ

シ等の高茎草本群落が生育しており、カヤネズミやキツネ、ノウサギ、イタ

チが生息している。 

また、堤内地より流れ込む水路周辺やたまりとなっている場所では、アマ

ガエルやトノサマガエル等の両生類やカナヘビや等の爬虫類が生息している。

また、周辺に水田が多いことから、チュウサギが多く見られる。 

本川紀の川に設置されている岩出井堰の湛水域となっている合流点の淵

では、沈水・浮葉植物であるササバモが多く繁茂し、コイ、フナ等の流れの

緩やかな水域を好む魚類が生息している。また、6km 付近ではゲンジボタル

の放流が行われており、鑑賞会が催されている。 

出典：和歌山河川国道事務所 

〈支川貴志川 2km 付近〉 
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〈貴志川の代表的な動植物〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドンコ メダカ 

川の上流域下部から中流までの淵を中心に生息す
る。水田の用水路や池などで出現する場合には、地
下水が豊富に湧く環境であることが多い。泥底より
は、砂底、礫底を好む。稚魚は湿性植物の根際や、
浅いところに石の間で成長し徐々に深みに移る。肉
食性で、カワムツ類、ハゼ類、甲殻類などを大きな
口で捕食する。 

河川下流にある水たまり、水田とその小水路、浅い
池沼など、止水域に広く生息する。食性としては
動・植物プランクトンを食べる。また小さな落下昆
虫なども捕食する。 

出典：「川の生物図典」、（財）リバーフロント整備センター 
    「日本水草図鑑」、角野康郎 

チュウサギ 

水田や湿地で生活し、川の流れの中や干潟に出るこ
とは少ない。日本には夏鳥として渡来し、本州から
九州まで各地で繁殖する。同じサギ科の鳥類ととも
に平地の林で繁殖コロニーをつくる。 

ササバモ 

湖沼、河川、水路などに群生する沈水～浮葉植物。
水中茎の全長は 3ｍを超えることもある。水が引く
と陸生形を形成してよく生育する。冬には地下茎の
先端に殖芽を形成して越冬。 
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(6) 紀の川における特定種 

紀の川における特定種を、河川水辺の国勢調査等の調査結果をもとに、レ

ッドデータブック・レッドリスト（環境省）記載種、天然記念物指定種等の

学術上又は希少性の観点から抽出した。 

表 2-1 特定種の選定基準一覧表 
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表 2-2 紀の川で確認された特定種一覧表 
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(7) 紀の川における代表種 

紀の川の河川環境を特徴づける種（代表種）として、既往の河川水辺の

国勢調査結果をもとに選定した種は、下記に示すとおりである。 

 

表 2-3 区間毎の主な環境要素と河川環境を特徴づける種及び集団分布地、繁殖地  

区分 主な環境の構成要素 河川環境を特徴づける種 集団分布地、繁殖(産卵)地、ねぐら 

上流域 
62k400～
51k200 
 

 ○水域 
・早瀬、淵 

 
○陸域 

 ・中州・寄州 
ﾂﾙﾖｼ・ｵｷﾞ 

魚介類： ｱﾌﾞﾗﾊﾔ、ｱﾏｺﾞ 
底生動物：ｵｵｸﾗｶｹｶﾜｹﾞﾗ、 

ﾁｬﾊﾞﾈﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ 
植物：  竹林、ﾕｷﾔﾅｷﾞ、ｹﾔｷ 
鳥類：  ｺﾁﾄﾞﾘ、ｶﾜｾﾐ、ﾔﾏｾﾐ 
 

鳥類：カワウの集団分布地 
    イワツバメの集団繁殖地 
 
  
  

中流域 
51k200～
16k900 
 

 ○水域 
・早瀬、淵、湛水域 

 
○陸域 

 ・中州・寄州 
ﾂﾙﾖｼ・ｵｷﾞ 

魚介類： ｱﾕ、ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲ、ｱﾌﾞﾗﾊﾔ 
ｱｶｻﾞ、ﾄﾞﾝｺ 

底生動物：ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ、 
ｷﾔﾏｻﾅｴ、ｳﾙﾏ-ｼﾏﾄﾋﾞｹﾞﾗ 

植物：  ｵｷﾞ、ｶﾜﾁﾞｼｬ、ﾀｺﾉｱｼ 
鳥類：  ｶﾜｳ、ｶﾜｾﾐ、ｻｷﾞ類 
両爬哺： ｶｴﾙ類、ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ 

鳥類：サギ類の集団ねぐら 
    スズメの集団ねぐら 
    カモ類の集団越冬地 
    ヒメアマツバメの集団繁殖地 
   

下流域 
16k900～
6k200 
 

 ○水域 
・湛水域、早瀬 
淵、ﾜﾝﾄﾞ 

 
○陸域 

 ・中州・寄州 
ﾂﾙﾖｼ・ｵｷﾞ 

魚介類： ｱﾕ、ｱｶｻﾞ 
ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲ、ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 

底生動物：ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ 
ｳﾙﾏ-ｼﾏﾄﾋﾞｹﾞﾗ 

植物：  ｵｷﾞ、ｶﾜﾗｻｲｺ、ｶﾜﾁﾞｼｬ 
鳥類：  ｵｵﾖｼｷﾘ、ﾐｻｺﾞ 

ﾁｭｳｻｷﾞ、ｶﾜｳ 
両爬哺： ｶｴﾙ類、ｷﾂﾈ 

ｶﾔﾈｽﾞﾐ、ｽｯﾎﾟﾝ 

鳥類：サギ類の集団ねぐら 
ムクドリ、スズメの集団ねぐら
カモ類の集団越冬地 

魚類：アユの産卵場 
 

汽水域 
6k200～
-1k000 
 

 ○水域 
・汽水域 

 
○陸域 

 ・運動公園、緑地 

魚介類： ﾎﾞﾗ、ｱｶﾒ、ｺｲ、 
ｼｵﾏﾈｷ、ﾀｲﾜﾝﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ 

底生動物：ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ、ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ 
植物：  ｵｷﾞ、ﾖｼ、ｼｵｸｸﾞ、ｳﾗｷﾞｸ 
鳥類：  ﾐｻｺﾞ、ｵｵﾖｼｷﾘ 

ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ、ｱｼﾞｻｼ 
両爬哺： ｳｼｶﾞｴﾙ、ｲﾀﾁ、ﾀﾇｷ 

鳥類：カモメ類の集団越冬地 
 
 
 
  

支川貴志川 
0k000～ 
6k400 

○水域 
・早瀬、淵、湛水域 

 
○陸域 

 ・人工草地、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
 

魚介類： ｱﾕ、ｵｲｶﾜ、ｺｲ 
ﾀｶﾊﾔ、ﾄﾞﾝｺ、ﾒﾀﾞｶ 

底生動物：ﾄｳﾖｳﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ 
ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ 

植物：  ｵｷﾞ、ｾｲﾀﾞｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 
ｶﾜﾁﾞｼｬ、ｻｻﾊﾞﾓ 

鳥類：  ﾁｭｳｻｷﾞ、ｶﾜｳ、ｶﾜｾﾐ 
両爬哺： ｶｴﾙ類、ｷﾂﾈ、ｽｯﾎﾟﾝ 
 

鳥類：サギ類の集団ねぐら 
 
 
 
 

※下線は特定種を示す。 
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2-3 特徴的な河川景観や文化財等 

(1) 特徴的な河川景観 

紀の川は、昔から船岡山などその美しい景観が万葉集にも多く詠われ、人々

にやすらぎを与えてきた。紀の川の景観としては、汽水域に形成された干潟、

中下流域では、小豆
あ ず
島
しま
、船岡山の中州、連続的な瀬と淵、堰の湛水区間、上

流域や大和丹生川、紀伊丹生川等に見られる渓谷・渓流があげられる。 

また、紀の川周辺には、根来寺
ね ご ろ じ

、慈
じ
尊院
そんいん

、鳴滝
なるたき

遺跡、岩橋
い わ せ

千塚
せんづか

古墳群など

多くの史跡や文化遺産がある。このように、自然の河川景観と川と人々との

関わりによって形成された景観が相まって、紀の川の特徴を創出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河口部の干潟（和歌山市）       船岡山（かつらぎ町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  瀬と淵              渓谷（吉野町宮
みや
滝
たき
） 
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(2) 文化財及び遺跡等 

紀の川流域には国指定の文化財が 216 箇所、県指定が 225 箇所ある。特に、

慈尊院を含む熊野
く ま の

古道
こ ど う

は、平成 16 年ユネスコの世界遺産に登録され、今後

益々紀の川周辺に多くの人々の来訪が予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

出典：和歌山河川国道事務所

岩出町：根来寺
ね ご ろ じ

多宝塔
た ほ う と う

 

桃山町：三船
み ふ ね

神社
じんじゃ

粉河町：粉河寺
こ か わ で ら
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表 2-4 流域の国宝及び重要文化財 
名   称 数 場   所 年代 指定年月日

1根来寺多宝塔(大塔) 1塔 和歌山県那賀郡岩出町大字根来 1555 1899/04/05

2 榮山寺八角堂 1塔 奈良県五條市小島町 765 1901/3/27
3 金峯山寺本堂 1塔 奈良県吉野郡吉野町大字吉野山 1591 1902/4/17
4 金峯山寺二王門 1塔 奈良県吉野郡吉野町大字吉野山 1456 1906/4/14
5 沃懸地螺鈿金銅装神輿 1基 粉河町中鞆淵 鎌倉:1228 1956/6/28
6 銀銅蛭巻太刀拵 1口 かつらぎ町上天野 鎌倉 1955/2/2

絵 7 紙本著色粉河寺縁起 1巻 粉河町粉河 鎌倉 1953/3/31
考 8 人物画象鏡 1面 橋本市隅田町垂井 古墳 1951/6/9
彫 9 木造弥勒仏坐像 1躯 九度山町慈尊院 平安 1963/7/1

建

工
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注）国宝は有形文化財（建築物・絵画・彫刻・工芸品・書籍・古文書）を記載し
ているが、重要文化財については有形文化財のうち建造物のみを記載した。 

出典：和歌山県・奈良県教育委員会文化財 
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(3) 世界文化遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』 

「紀伊山地の霊場と参詣道」は三重・奈良・和歌山の三県にまたがり、「紀

伊山地の自然」がなければ成立しなかった「山岳
さんがく

霊場
れいじょう

」と「参詣道」、およ

び周囲を取り巻く「文化的景観」が主役であり、日本で唯一、また世界でも

類似のない資産として価値の高いものである。これら「文化的景観」を守っ

ていくためには、単に神社や仏閣
ぶっかく

など文化財として指定されているものを保

存すればよいというのではなく、基盤となっている自然も良好な状態で維持

する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 エリアマップ  

 

 

 

紀の川 

柳
の
渡
し 

慈 
尊 

院 

出典：「世界遺産の森へ」山と渓谷社より
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〈慈尊院〉 慈尊院は熊野古道『小辺路ルート』

の入口である。 

高野山の表参道、町石道はここが起

点となっており、小辺路ルートは高野

山を越えて熊野本宮大社へと続く。 

816（弘仁 7）年に空海によって創建

された寺で「女人高野」の名で呼ばれ

る古刹。空海は高野山に女人の立ち入

ることを厳しく禁じ、自身の母も入山

を許さなかった。そこで、空海の母は

高野山の麓にあるこの慈尊院に住み、

ここで逝去した。空海自身も冬は山を

下り、ここで過ごしたと伝えられる。 

 

〈柳の渡し〉 紀の川沿いに建つ柳の渡しは、修験

道「奥駆け」の七十五箇所の行場（七

十五靡）の最初の地であり、熊野古道

『大峰奥駈道』の入口にあたる。 

修験道とは厳しい修行を行うことに

より様々な 験
しるし

を得ることを目的とす

る宗教で、その昔、修験道の祖・役
えんの

行者
ぎょうじゃ

がこの大峯の地で本尊、金剛
こんごう

蔵王
ざ お う

権現
ごんげん

を感得したといわれている。 

かつて吉野に入る行者たちはここで

身を清めていった。昔は上流の「桜の

渡し」下流の「椿の渡し」と共に交通

の要所でもあった。現在は天明 6 年

（1786）の銘のある灯篭と、柳と桜の

木が植えられているのみである。 
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2-4 自然公園等の指定状況 

紀の川流域では、自然公園法に基づき、河口部付近の和歌
わ か
浦
うら
が「瀬戸内海

国立公園」に指定されているほか、流域の最上流部の大台ヶ原周辺が「吉野
よ し の

熊野
く ま の

国立公園」に指定されている。そのほか流域内には、国定公園として「金剛
こんごう

生駒
い こ ま

紀
き
泉
せん
国定公園」、「高野

こ う や
龍神
りゅうじん

国定公園」、県立自然公園として「大池
おおいけ

貴志川
き し が わ

県立自然公園」、「紀仙峡
きせんきょう

県立自然公園」、「かつらぎ高野山
こ う や さ ん

系県立自然公

園」、「県立吉野
よ し の

川津
が わ つ

風呂
ぶ ろ
自然公園」が指定されている。 

 

図 2-3 流域内の公園位置図 

 

表 2-5 流域内の公園概要 

公園名 面積（ha） 指定年月日 公園の特色 

① 瀬戸内海国立公園 和歌山 482 1950.5.18 海岸美 

② 吉野熊野国立公園 59,789 1936.2.1 渓谷美,山岳美,滝 

③ 金剛生駒紀泉国定公園 23,119 1958.4.10 山岳美,ブナ林 

④ 高野龍神国定公園 19,198 1967.3.23 古寺,山岳美,温泉 

⑤ 大池貴志川県立自然公園 545 1954.5.5 池,ダム湖 

⑥ 紀仙峡県立自然公園 1,706 1958.4.7 古寺,都市近郊緑地帯 

⑦ かつらぎ高野山系県立自然公園 750 1967.1.6 高原,渓谷美 

⑧ 県立吉野川津風呂自然公園 2,462 1972.4.28 渓谷美,ダム湖,遺跡 

出典：和歌山県統計年鑑,奈良県森林保全課 


